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黒縁　′時を新聞細腕号雛繭軸塵
「本当に来年（2024）の3月で辞めるんですね」と厚労省のお役人は電話の向こうで言っ

た。エラそうに！

保険証をマイナーカードに一体化し、オンライン診療を導入するという方針が出て、各医療

機関や薬局はカードリーダーの設置やオンライン資格確認の導入が原則義務化となった。

2023年3月末までの期限が設けられた。私は、対応する気はぜんぜんなくて、「猶予願い」

というのを出した。猶予の条件は数項目あってそれをすべてクリアしなければならか。私

が当てはまるのぼ高齢“だけだったが、診療所を廃止・休止する計画があるという項目があ

って、いずれ近いうちに辞めるつもりだったから適当に書いて猶予願いを出した。それから

も一方的に「オンライン・カードリーダーの設置等」は義務であり、しかのは義務違反で

ぁるというメールが厚労省から頻繁に送られてきた。「猶予願いはどうなったか？」という

問い合わせをした時の答が「本当に辞めるんですね」o猶予願いについては、県の支払基

金に聞くようにと言われたので県に問い合わせた。猶予願いはあっさり認められた。つい

でに聞いてみた。『「義務違反」ってあんなにメールをよこして、違反した人に対する「罰則」

はどこを読んでも出てないんだけど？』と聞いたら「そんなものはありません。」じゃあミ

イハン・イハンなんて言わないでよ。

思えば医者になった半世紀前のころは、社会における疾病

構造の変換期だった。感染症主体の段階から、肥満や高血圧、

糖尿病、がんといった非感染症主体へと変わっていった。医

学・公衆衛生学の進歩が感染症を制圧したと大いなるかんち

がいをし、先端医学へとかじ取りをした○感染症は隅に追いや

られたのである。最近では新型インフルエンザ、エボラ出血熱、

sARS、MERSなどの感染症が一時はやったが限局的でいつの

間にかそれらのウイルスはどこかに影をひそめてしまった。

2020年から始まった新型コロナは、そんなかんちかの間隙

を縫って現れたようLlにも感じる。人とウイルスは切っても切

れない関係にあるのだ。そんなことを思い起こさせてくれた0

「仕事、辞めようかと思っているんだけど」と言ったら「辞めてどうすんのよ、あなた友達

いないでしょ」とお隣の平野さんに言われた。確かに。

でも、「友達」って何なんだろう。

とりあえず辞めてみよう。

仕事を辞めたら朝寝を思う存分やりたいのだ。CM）

、＿＿「汗i　＿



ん㊨え7g霊4 －で” や∴正 負 〔／ �【 � � 

なな所事わ会が久座り人1 ど手に業らは開美（セ共月 

∴「：二三二譲驚 きつも、の 陸運土壁埋璧 

人＾＾人＾＜＾ハ＾＾／Ⅹ　　′＼Mへ＜＜／しへ＜　　　　　　　　　　　　　　曲 ヽ 者し「てへ入感てロ彼れとは由あのうて取コ病で年脳 捕捉羅網羅韓諜鵜 鰯鵠蕪騨繭羅彊 　　　0初蜂さ 院善用がい護 ���紅 

ヽ たか病をうにばも かか院磨LLP らわおくとて†当 ○る任こ説÷ルの こせと得あプ本 とでがすあレ人 もは必る言イも あ生要－えの る死か技ばよ伊 iのにも」こうえ く） ��摺　　、　　　　　　　－ 

＿Z互一



彊諾拙、さ塞薫鰯，譲許諾欝 
三　∴三二∵三 �刊巨（揖日期間 嘘高。細雪鯛）融、払護藷．介ふびまあ43 
」○ ○ 

ギブ＝ん二 律とすロ藷17u �：三：∴‡二三三三：字 

初子ラ �上作クに1で認はン町苦言／ 

め症ナ候炎るて内作コ多にの半患死れ会疾雷に万 副状フ群“○の臓用ロ’い比すで∽亡たで病浅係お 作もイ“ギ血臓“はナ。繕諜醸 黒華麗講憲富雄 づそl疹レ少れ“神ン かのな“1心てす経の なたビア症筋いべ、副、 

かこナ療に苦かメをiべ厚必して邪め接てン′厚とい 。と政の、しにカ明き労要ていにて種“の労み人 雷雲藻績曇と妄膏は纂塞；弼‡書棚詮索亮一 な検をとい、ム示副今だティな○るもも国るだ い証し通る副をし作力ろンルく普よワ後産○ま－ ∵∴∵∴∵∵∵∴二三： 

一之tF



◆ 手 稿 7 ′・／ 一 再 〇、 脅 し 菅 野 ふ∠． 申 攫 〃i● ／＿：： ′ 討 I か むI n 年 �鑑離籍寓語 

／－＼ 

の　職「こ　ら　タ　内　用　第　に　ル　設 山場共とrlか）、 、灘繕績 　凄 （ に上で状給思いいてらがL Lい体下浸今が破祉場た点 と三と’食の職しと参。か ンいに枠てが加とのに、さ題 

「：網羅∴：畿 
∴ヽ、 

iS 

iに運設ス介なり場うし生実域ず重大が 雷慕弼麗講葦講評謹言麿を嘉 一け厳園に険が酬lタ護押ま域害い、る てしいめの立がプl事しぎを着る人 締結締結鵠＿ 　・“I－＿＝．ふ＿i 

i繭轟 トの （こ �撮轟綴韻監零訂 
／－＼ 

の　職「こ　ら　タ　内　用　第　に　ル　設 山場共とrlか）、 、灘繕績 　凄 （ に上で状給思いいてらがL Lい体下浸今が破祉場た点 と三と’食の職しと参。か ンいに枠てが加とのに、さ題 

離籍灘灘＝iii の白地くがどろ に宅方受短障う 時かでけ時害者 間ら交入間特や 
∴ヽ、 

て設地て支共通に運設ス介なり場うし生実域ず重大が ∴〕∴∴「∴∴∵∴÷：∴∴∴：： うっ体づ－き設け厳園に険が酬lタ護押ま域害い、る してがけどるのてしいめの立がプl事しぎを着る大 輔繭結締鵠羅 ∴‾∴‾“ii‾、‾‾∴一一一〃〇一●●m　lj 　　・“I－＿＝．ふ＿i 

一之えー

の．言語‘ユ



「蒼 ！市◆鴇◆ i l i i † ） 乙素面－∴ん 盤結 ‡ e i i � 

サでそ払を遣派設職地風被 が者労なに施るのを 出に省っ人設場施受 て対のて件が合設け いす説い費、派、かた iるる明るを遣派ら施 あに料でがが黄ば応まいの な乗をあで、に、接でうで 描謹話雷磐等霊薬招き ば員しそいがこ責め職らか なのつのと被と用る具しら 上、 

i ：∵王三1≒ �‥本政令聞日で、さめ援設実雷 とた報足利4いらた職で際 三藍二二二∴鶉三∴ 再れにの報いなか 憫た応基酬る新けら応施・、 

ソ　＼ †なとら生用計しいめのたて業うるのを陸だかあ開し：－ 互い障ますをく込いデだい所と。根余害んっりけな ‘o…書評完売意詰言語と議誓網羅詰浩 繕鵠羅鷺騨繍 

匿逐一率遜露頭琵露轟轟露悪裏黍嚢賽素謡窓口寄ナウウ一年ン動作晶UPd精一i 
iらつか　‾週報顧問に陰　れ事よい営収いふかもか � 筏瞬蚊‾‾㌣亨で辛‾い一・‾しこう・イー蜂蜜益雄蟹謹選整塗薬養姦繋虫曇整突撃襲奏楽染義運垂，÷‾I一一‘ ざ省民情た報デ会な外国る思い‾庸ろこ医“‾亨i‾‾‘み～、i二子表坤 醒撥撥灘翻 �菖 

ー祐二



・Zuさ＼ ÷註∴三三∴ 答＿ ”薙謹 � 

いかれ度動と ；つ“つのく人 の障つ仕とが 室聞害あ粗い出 

青 草り○をか調る助なが助 

一〇〇〇iO●〇一＿∴÷∴∴＿＿ 　多り 、ら （⊃ 　⊥L 　o有（ 、て∴； 

＿えら一



盤繭 親藩 好 しーっ � 

をちこ∴（ 担、とせ緒場ったう 

名　た　女　ツ　3 �三二「：三三譲二三三三 う論投は“シれ3。年のまのえ 稿輔耕一㌃日当雷 

●－ 

話な宅障切院さ崎のばの里会トす社らっマくの（最 題どを害実時ん稔交た話さ・ワ現会、ばには会共初 が県債者さのなさ流こ。んあ1在的労の講幻代田は 話交りが“付どん会う映なぐクに協働会演想衰運“ 評語霊麓／高二雪害皇書愚義経雷袋露 わつの）慕い験木朝見大「森は話合同り年」「・蘇 れな大トら間し井はて空働住、oを組立前を共わ三， たが変・し題た雄’ 。るさ住のの入＿藤詰…l薯誓う晶今急第千歳諾i ’　」． 

ー22一



谷 騰擬 ∴みき霜 鳥急畿 羅喜 一一恵 モ る 聞 く 揚言・た∴訊 � �融醗 �雲電；超脱多種一 幸‾守シ＞∴ 嬢弼締緋 

た　披　し　る　づ別　施　さ　か　イ　医〒 

なスんわいじ1産者な慮 ∴「∴：∴き じにし会 た言たの 恐i葉時藤 怖が、崎 や通医稔 困じ療さて応ペ助業と 

て“の者は ∴三：：÷∴三∴ 
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麗

イ

ド

一

Z

イ

ン

の
状
況
に
応
じ
て
講
じ
ら

れ
る
～
と
し
て
い
る
。
「
特

別
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
が
必
要
な
障
害
児

者
の
入
院
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
は
院
内
感
染
対

策
に
配
慮
し
っ
つ
、
患
者

本
人
の
意
思
や
関
係
者
間

で
の
支
援
の
範
囲
、
方
法

等
を
確
認
し
、
可
能
な
限

り
支
援
者
が
付
き
添
え
る

よ
う
に
配
慮
す
る
」
。
設
備

に
関
し
て
は
、
「
障
害
者
に

配
慮
し
た
ナ
ー
ス
コ
ー
ル

設
備
の
設
置
（
息
で
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
が
で
き
る
マ
ル

チ
ケ
ア
コ
ー
ル
な
ど
）
」
な

ど
な
ど
。

厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
実
際
に
入
院
し
た
時
と

の
落
差
に
は
驚
く
。
県
・

市
町
村
が
医
療
関
係
者
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
周
知
す

る
べ
く
務
め
て
ほ
し
い
。

そ
れ
と
同
じ
ぐ
ら
い
大
切

な
こ
と
は
、
「
合
理
的
配
慮

は
障
害
者
本
人
の
自
己
主

張
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ

と
を
、
行
政
・
医
療
関
係

者
が
自
分
の
問
題
と
し
て

受
け
止
め
る
こ
と
。
本
人

が
支
援
を
受
け
な
が
ら

「
権
利
主
張
」
　
で
き
る
よ

う
に
練
習
し
、
「
セ
ル
フ
ア

ド
ポ
カ
シ
ー
（
自
己
権
利

擁
護
）
」
の
ス
キ
ル
を
身
に

着
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
へ

初
め
て
出
会
っ
た
医
療
関

係
者
と
お
互
い
に
分
か
り

合
え
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
、
「
自
分
は
ど
う
し
て
ほ

し
い
の
か
」
　
と
い
う
こ
と

を
伝
え
る
こ
と
か
ら
関
係

は
始
ま
る
の
だ
か
ら
。
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一寄手

て
「
打
つ
：
打
た
な
い
」

の
判
断
を
国
民
の
一
人
一

人
に
委
ね
る
こ
と
が
な
ぜ

で
き
な
い
の
だ
ろ
う
。

㊦
住
宅
探
し

藤
崎
さ
ん
が
住
宅
探
し
に

苦
戦
し
て
い
る
こ
と
は

〓
月
号
で
も
触
れ
た
。
数

人
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
手

分
け
し
て
探
し
て
い
る
の

だ
が
。
不
動
産
屋
さ
ん
に

き
く
と
、
連
帯
保
証
人
が

必
要
と
い
う
保
証
会
社
が

多
い
と
い
う
。
今
の
世
の

中
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
や
孤
立
し
て
い
る
人
が

多
く
、
連
帯
保
証
人
を
探

せ
な
い
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
保
証
会
社
っ
て

保
証
を
す
る
こ
と
に
よ
り

住
宅
を
借
り
や
す
く
す
る

た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
？
保
証
料
ま
で
取
る
の

だ
か
ら
。
大
家
を
守
る
体

制
が
強
化
さ
れ
、
弱
者
が

住
宅
探
し
を
す
る
の
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
大
家

さ
ん
に
よ
っ
て
は
「
生
活

保
護
」
と
い
う
だ
け
で
拒

否
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
ま
だ

ま
だ
多
い
し
。

①
脳
死

ぎ
葦
は
月
か
ら
ぎ
寧

白
月
ま
で
の
一
年
間
で
脳

死
か
ら
臓
器
を
摘
出
さ
れ

た
人
は
、
－
諸
人
。
昨
年

よ
り
－
5
人
増
加
。
病
因

は
、
く
も
膜
下
出
血
な
ど

含
む
脳
血
管
障
害
が
璃

人
、
低
酸
素
脳
症
が
呼
人
、

頭
部
外
傷
が
封
入
な
ど
。

6
歳
以
下
の
子
ど
も
は
8

人
。
8
5
年
改
正
移
植
法

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
は
、

－
霊
N
人
。
こ
の
う
ち
豪
族

承
諾
は
∞
∞
『
人
、
本
人
意

思
表
示
あ
り
は
N
慕
人
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。


